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本
日
は
数
年
に

一
度
に
と
云
わ
れ
る
寒
波
襲
来
の
中
、
又
年
度
末
の

慌
た
だ
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
右
松

・
野
崎
県
議
会
議
員
を
始
め
、

熊
谷
新
田
原
基
地
司
令
、
稲
田
二
十
四
連
隊
長
な
ど
各
部
隊
長
に
も

当
県
防
衛
協
会
青
年
部
会

宮
崎
支
部
総
会
に
多
数
ご
臨
席
を
賜
り
、

高
い
席
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ず
は
二
月
五
日
、
佐
賀
県
に
て
墜
落
殉
職
し
た
目
達
原
駐
屯
地
の

二
名
の
ヘ
リ
隊
員
に
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
韓
国
で
は
今
日
か
ら
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
す
が
、

北
朝
鮮
は
文
政
権
の
足
下
を
見
透
か
し
た
よ
う
に
、
様
々
な
陽
動
作
戦

を
展
開
し
、
日
米
韓
に
楔
を
打
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
米
の
連
携
は
強
固
で
す
が
、

一
番
の
当
事
者
で
あ
る
韓
国
文
政
権

は
北
朝
鮮
と

一
体
ど
う
対
峙
す
る
の
か
、
全
く
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

昨
日
は
北
朝
鮮
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
、
五
輪
後
に
は
米
韓
軍
事
演
習
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
情
報
を
紡
い
で
い
け
ば
米
軍
の
地
上
攻
撃

は
、
準
備
が
整
い
次
第
開
始
さ
れ
る
話
も
信
憑
性
を
帯
び
て
き
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
日
本
に
も
影
響
が
あ
り
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
は
云
う

に
及
ば
ず
、
こ
の
宮
崎
に
も
コ
ー
ス
を
大
き
く
外
れ
た
北
朝
鮮
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
が
飛
来
す
る
可
能
性
も
あ
り
そ
う
で
す
。

勿
論
新
田
原
五
空
団
、
都
城
四
十
三
連
隊
、
そ
し
て
え
び
の
二
十
四

連
隊
等
の
郷
土
部
隊
が
我
々
を
守

っ
て
く
れ
る
事
は
信
じ
て
疑
い
ま
せ

ん
が
、
祖
国
は
自
ら
の
手
で
守
り
抜
く
と
の
気
概
と
矜
恃
を
国
民
全
員

が
持
た
ね
ば
、
僅
か
二
十
五
万
人
の
陸

・
海

・
空
自
衛
官
だ
け
で
こ
の

日
本
の
国
土
や
国
民
の
生
命

・
財
産
を
守
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
は
早
急
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
憲
法
改
正
を
実
現
し
、
名

実
共
に
国
民
と
共
に
あ
る
国
軍
と
し
て

「振
り
返
れ
ば
銃
後
の
国
民
が

支
え
る
」
よ
う
な
強
い
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

今
夜
は
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
各
々
胸
襟
を
開
き
、
支
部

会
員
と
現
役
自
衛
官
の
固
く
て
太
い
絆
を
結
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

簡
単
措
辞
で
誠
に
要
を
得
ま
せ
ん
が
、
以
上
で
支
部
長
挨
拶
に
代
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
日
は
ご
参
加
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
二
月
九
日

宮
崎
県
防
衛
協
会

青
年
部
会

宮
崎
支
部
長

小

倉

和

彦



- 2 -


